








一〇〇％の高校である。生徒になぜ古文を学ぶのかと問えば、 「授業にあるから」 「センター入試 いるから」といった、誠に＂現実的な＂答えが多く返ってく しかし、教師がそれと同じ答えしか持ち合わせていない では仕方がない。私は適切な答えを持ち合わせていなかった。　
学習指導要領古典Ｂの目標「古典としての古文と漢文を読む能力
を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、 典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 」はもっ で 生徒にこれをかみ砕いた表現で伝えることは可能だが、それで目の前の がもっと主体的に動き出す とえば、私の説明力ではなかなかそうはいか 。　
 現在進行中の教育改革で「学び続ける力」の重要性が言われて
いる。学び続けることは「親、大人にほめられるから」 、 「試験で良い点を取るため」 、 「大学受験に必要だから」以外の理由を学びに見つけないと難しいような気がする。　
正直なところ学生の頃は余り学ぶことに熱心ではなかったが、こ






























「引き算」が出来るようになると、自分中心から生徒を中心に、つまり「生徒に力をつける」ことを意識出来るようになった。しかし、 だその「生徒につける力」とは「正確に、文法通り現代語訳できる力」であり、文法や単語を習得させることに力を注いでいた。確かに徐々に は熱心に授業を受けるようになってきたが、その動機は予習の間違いが減る、定期試験で良い点が取れるというもので、本当に作品がわかっていたかどうかは怪し ものだった。生徒は「先生の授業はよく る」と言うよ になっ 、 「古文は面白いと思うよう なった」と言うことはあまり かった。　
古文常識、つまり作者や作中人物の思考、感じ方の背景を単語や
















































感、自分へのいらだ 。 ＂ 由になれた気がした＂と過去を振り返る視線。　
どちらの十五才の心にも、今大人になった作者が振り返る「青春
の孤独」というようなものがある こ を似たような年齢の生徒達に読み取らせ、同時に文学 魅力に気づかせたい、と当時このような言葉には出来なかっ が、今にして思えば身近にあるものを通し

















































































































































































































































































































































































には、様々な魅力・価値があ 。その一つに、その文章を書いた人の思いから読み取れる「人 普遍性」というようなも があると思う。はばかりながら、私はそれを「問題領域」と解釈している。古文を学ぶとき、現代語訳をする、何 書いてあったかがわかるに留まるのでなく、生徒にその「問題領域」を感じさせ、吟味し 共感したり時に反発しながら自分 ものとさせたい。またそれが彼女らの生活に何らか資していけばよい とセミナー参加以来思うようになった。　
本時の翌年、高一生を対象に「伊勢物語」 ﹃芥川﹄で授業を行っ
た。ここで 問題領域は「テキストの向こう側の人が美しいと思ったこと」である。美しいと思う気持ちは普遍だが、何を美しいと思うかは時代の影響を受ける。そ ことを知ることは自分たちが絶対と思っている美しいも を吟味し、また「絶対」と思 も を相対化できるのではないかと思　
問題領域は作品毎に存在する。その発見にはその作品の深 理解
が必要だ。浅学非才の身には手間がかか ことだが、でもそれでもわかる面白さがあ 。わか と、現在生きて 我々と 共通項も




ればいけない気がする。昨年の国語科セミナーで「平家物語﹃木曽の最後﹄ 」を扱う授業を見学した。そこでこの作品には「我々はらしさ、そうすべきの中で生きていて、そしてそれに従えない人がいる場合がある」という問題領域が描かれていると学んだ。本校生徒の多くは「偏差値を上げる」という「べき」 中で生きていて、また「安田生らしくあれ」という枠組みの中で生きている。の問題領域に気付かせ こ は、自分 はめられ いる枠組みを認識し、吟味し、また枠組みの中でしか生きられない自分を省察し、自分の生き方を考えることにな 。まことに価値あ ことであり、生徒にとっても刺激的で面白いことであろ 。　
生徒に気付かせ、考えさせたいことはたくさんある。問題問題を




















授業である。自力で読みこなす力の基盤となる文法・古語 ど言語事項はある程度まとめて伝え、身につけさせないと本校でほぼ全員が受験する大学入試に間に合わない その間は「面白く」なく 良いのか。 「面白く」なるまでの「面白くはない」部分を かに面白く感じさせるか、または「面白 」古文の の中 いかに基礎を習得させていくか。学ばなければ らないこと 多い。　
四年で三回のリーグ優勝を果たしたサンフレッチェ広島 主力、
チーム最年長の森﨑和幸選手は引退間近だった先輩中島浩司さんからこう言われたと語る。 「長くやってきた者は積み上げてきたもで戦ってはいけない。積み上げてきたものと戦うんだ。 」




貴浩選手は、野球選手としては大ベテランの四十歳になるがまだ来季も進化し続けたいと言っている。引退した黒田博樹投手は常々「野球を面白いと思ったことはない」と言っていた。その彼は引退後、 「で 野球は面白い」 語 た。確かに授業作り ために学び続けることはしんどい。でも面白い。生徒が面白いと感じる授業のために学び続けたい。付記　
この発表をすることで、これまでの自分を振り返 、またこれか
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